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わたしには４さいのおとうとがいます。なまえはしおんといいます。２さいの

ときに、せきずいのびょうきをして、たったり、あるいたりすることができなく

なりました。じょうずにすわることもできなくて、いまはくるまいすでせいかつ

をしています。しおんはようほえんで、おともだちとこんちゅうのはなしをする

ことがすきです。「ヘラクレスオオカブトってしってる？さいだいなんだよ」っ

てじまんげにいってきます。 

わたしとおとうとはすごくなかよしです。いえではかぞくごっこをしてよく

あそびます。いっしょにできないあそびもあるけど、わたしがかんがえたり、ル

ールをかえたりしてたのしくあそびます。しおんといるとたのしいし、ずっとい

っしょにいたいとおもっています。 

おとうとはこのなつやすみにおおさかのびょういんに１かげつにゅういんし

てくんれんをしていました。いまは、くるまいすからひとりでゆかにおりるれん

しゅうをしています。おともだちはなつやすみであそんでいるのに、しおんはず

っとくんれんをがんばっていました。いちにち４かいもです。くんれんがいやで

ないていることもありましたが、ひとつひとつできないことができるようにな

っていて、ほんとうにすごいとおもいました。いえにかえってきてもくんれんは

つづけているし、ほかのびょういんのリハビリもいっていて、いつもたいへんそ

うです。わたしもいっしょにいけるときはびょういんについていって、しおんの

きもちがたのしくなるようにリハビリのおてつだいをします。でも、いつもつい

ていけるわけじゃないので、すこししんぱいです。 

このまえ、ちょっとかなしいことをききました。おとうとはわたしとおなじし

ょうがっこうにいけないかもしれないとおとうさんとおかあさんがいっていた

ことです。 

わたしがかよったようほえんにいっているのに、わたしとおなじしょうがっ

こうにはいけないかもしれないなんて、ふしぎです。おとうとはなんでもできま

す。さいきんはひらがながよめるようになってきて、どうろのかんばんにかいて

あるもじをよんだりして、かぞくをおどろかせたりします。 

しおんのできないことは、ちょっとしたたすけで、みんなといっしょのせいか



つをすることができるとおもいます。つくえからものをおとしたら、だれかひろ

ってください。かいだんがのぼれなくてこまっていたら、だれかだっこしてくだ

さい。きっとしおんは「ありがとう」ってちゃんといいます。じぶんのことをて

つだってもらっておれいをいうことはすごいことではないけど、おとうとのこ

ともとくべつじゃなくてあたりまえになるといいなとおもいました。 

 

 

 


